
令和７年度 

第３回八雲町スポーツ推進委員会 

・日 時 令和８年３月１７日（火）18:45～19:30 

・場 所 総合体育館（研修室） 

・出席者 11 名（別紙、出席者名簿のとおり） 

 外事務局等 5 名（西田教育長、伊藤課長、作田補佐、

目谷次長、櫻井係長、沢主任） 

１ 開  会（体育課長） 

２ 挨  拶 八雲町教育委員会 教育長  西 田 浩 人 

3 か月前に雪が降らずにスキー場のオープンが心配されていたが春の訪れが早いなと思ってい

る。熊石地域では熊の出没もあるようだ。ミルクロードレース大会の中止も新聞に掲載された。

獣の出没で屋外スポーツの活動には心配している。 

本日も皆さんから忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。 

３ 挨  拶 八雲町スポーツ推進委員会 委員長 安 住   真 

春になり、人事異動等の心配もある中、ご参集いただき有難うございます。 

本日の会議も皆様から忌憚のないご意見を頂きたい。よろしくお願いします。 

３ 議  題（進行：安住委員長） 

 （１）報告第１号 令和７年度八雲町社会体育事業(下期)実施状況について 

（P.4～P.6）（担当から説明） 

P.4【教室関係】、幼児スポーツ教室 ⑪「親子でミニ運動会！」3/14 開催

の参加者数 13 名。 

P.5【大会関係】の「開町 20 年記念 第 27 回渡島管内ｽﾎﾟｰﾂ少年団空手道大

会」3/15 開催の参加者数 66 名。 

質疑等なし 

（２）報告第２号 令和７年度八雲町体育施設利用(下期)状況報告について 

（P7.～P.10）（担当から説明） 

【質疑応答】 

（委員）スキー場の利用で昨年度は町外からの利用が多かったが今年はどうか。 

（事務局）昨年度と同様に町外からの利用者が多い傾向である。函館のスポーツクラブ主催のス

キー教室の団体の利用人数が多く大変盛り上がった。今季スキー場のオープンがずれ込

まなければより多くの利用増となったと思う。 

（３）議案第１号 令和８年度八雲町社会体育事業実施計画（案）について（P.11～P.15） 

（担当から説明） 

P.13、P.14 は、子どもスポーツ教室、幼児スポーツ教室の年間指導計画

を載せている。事業内容の更新を図る為にもスポーツ推進委員の参加とご

協力を頂ければありがたい。 

P.15 は、JSS 登別スイミングスクール水泳交流会の開催要項を載せてい



る。スクールの合宿時にジュニア選手(小学 1･2 年生)と町内の小学 1･2 年

生(定員 20 名)を対象に企画した。水泳の普及にも努めたい。 

質疑等なし 

４ そ の 他 

① 会議資料の事前配布に同封した事務事業評価シートについて 

前回(R7.10 開催)会議で照会があり、事業評価の選択や仕組み、流れ等について説明。提出し

た 4 事業とも全て A 評価とされたが忌憚のないご意見を頂ければ幸いです。 

【質疑応答】 

（委員）スポーツ教室の参加人数が少数だからといって評価が A や B になるというものでもない

と思う。参加された方は良いことだし、続けることに意義がある。 

② 全国全道大会出場選手の増加傾向について 

令和７年度は、特に全国・全道大会へ出場して顕著な成績を収める選手が増加傾向にある。小

学生のバドミントンや中学生の陸上も全道優勝し全国大会に出場を果たしたり、高校生も円盤

投げや棒高跳びで全国大会へ出場する等、近年はとても良い影響を周りに与えていると思う。

詳細は、広報やくも 3 月号に掲載されている。 

③ モルックの普及について 

近隣市町でモルックが近年流行ってきている。軽スポーツの普及促進には有効かと思う。 

④ スポーツ推進委員のイベント企画関係 

最近、スポーツ推進委員が互いの交流を深める目的でグループ LINE を開設した動きがある。

今年度開催された SOMPO ボールフェスタを参考に子ども向けの事業(行事)の開催を主体的

に開催してはどうかとの意見もあるようだ。建設的な議論を重ね、現実的になるよう進めてい

ただきたい。 

８ 閉  会 19:30 



出席者名簿 

件 名：令和 7 年度 第３回八雲町スポーツ推進委員会 

日 時：令和 8 年３月 17 日（火）18:45～19:30 

場 所：八雲町総合体育館（研修室） 

掛 村 陽 介 氏 田 中 建 司 氏 粒 見 祐 斗 氏 久保田 孝 平 氏 

笠 松 亮 太 氏 柳 谷 有 司 氏 田 中 愛 弓 氏 干 場 たまみ 氏 

安 住  真 氏 藤 本 教 夫 氏 菅 原 大 貴 氏 計 11 名 

 


